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{飲 むなら生むな、生むなら飲むな

アルコール:「 酒を常 日ごろ飲んでいる母

親からは、胎児性 アルコール症候群の子供が

生まれやすい」…これは全国の大 きな病院約

2500へ の調 査(国 立 武蔵療 養所 神経 セ ン

ター)結 果である。胎児性アルコール症候群

の子供たちは、知能障害を持ち、半数が知能

指数が51～75(100が 平均水準)で 軽度の障

害を有 していたという。残 りは以下であっ

た。また出生時の体重は2500g以 下が半数を

占め、3分 の1が 小頭児だった。この調査を

含めて、胎児性アルコール症候群の子 どもを

生んだ母親24人 を調べたところ、約半数の11

人が慢性アルコール中毒で、飲む酒の種類 は

日本酒が半数 ぐらいだったという。

飲酒によって起 こる胎児性アルコール症候

群 はラットの実験でも確かめられている。ア

ルコールを与え られ たラッ トか ら生 まれた

ラ ットの脳を肝臓のDNA、RNAて タ ンパ

ク質の量を調べて も、明 らかに、正常のラッ

トより、RNAと タンパク質が減 っていた。

RNAはDNAと ともに遺伝を決定する物質

である。妊娠中に酒を飲んだか らといって、

全部が全部異常児を生むわけではないが、危

険性のあることは、はっきりしているといっ

てよい。

たばこ:非 喫煙者にとってたばこの煙ほど

煙たく、気分を悪 くさせるものはない。わが

国成人男子の3人 に2人 は喫煙者 と推定され

ている。喫煙の健康への悪影響、環境汚染に

対する認識が深まるにつれて、先進国では確

実に喫煙者は減 っている。例えば米国では3

人に1人 が喫煙者だといわれている。日本は

まだ発展途上国型である。たばこは体 に悪 い

とわかっているが、なかなかやめられないも

のらしい。精神医学的な面か らたばこを最初

に取 り上げたのが米国精神学会である。「た

ばこ依存」はたばこに含まれる物質の中で も

特にニコチンが原因と断定 して 「ニコチ ン依

存」であるとしている。人間は本来、たばこ

は好 きではない。それにもかかわ らず、かぜ

をひいたり心臓などに病気があっても煙をふ

か したがるのは、ニコチンが脳に快楽を与え

るためらしい。

わが国では、中高年の禁煙が増加 している

のに、逆に20代 の女性の場合、喫煙者が増え

ている。妊娠中に母親が喫煙 していると、新

生児の体重が軽いということはよ く知 られて

いることである。米国ジョンホプキ ンス大学

の研究者がラットに一酸化炭素をすわせて、

それがいやな刺激を忌避するという学習能力

に影響す るかどうか調べた研究がある。喫煙

家によって吸い込まれた程度の一酸化炭素を

吸わせた妊娠ラットから生まれた子ネズ ミた

ちは、清浄な空気中に置かれていた母親か ら

生まれた子ネズ ミに比べて、明らかに学習能

力は劣 っ'ていたという。「それはラ ットにつ

いては正 しいだろう。しか し、それがそのま

ま人間に当てはまるとは限らない」と愛煙家

は思うだろう。 しか し、妊婦の喫煙には、 リ

スクが伴 うと考えたほうがよい。

酒とたば こに関 して、妊婦には 「飲むなら

生むな、生むなら飲むな」の精神が大切だ と

いえる。男性の飲酒と喫煙が新生児にどのよ

うな影響を及ぼすのか、筆者は寡聞に して知

らない。



2不 清潔は健康増進のもと?!

清潔猫は病気持ち:土 壌1グ ラム中に平均

して約一億の微生物が活動 しているといわれ

ている。動物、植物、人の体か らもかならず

微生物が検出され るし、食品や衣服にも付着

している。動物が死んだ り、植物が枯死する

と微生物がそれを短期間で分解する。土壌中

の多 くの微生物は有機化合物を分解 して無機

物 に変える。犬や猫は衛生観念を持たないよ

うに我々には思われ るが、人間よ り遥かに優

れたや り方で健康を維持 しているのである。

腐 った肉や魚を土の中か ら掘 り出 して食べて

も病気にならない。寝 る前に体をなめ回し、

自分の体にっいている微生物を飲み込んだり

して清浄に しよ うとしている姿はよく見 られ

る風影である。皮肉なことにニキ ビ、湿疹、

水虫、オデキなどに悩 まされるのは石鹸で体

を洗 い、神経質に薬剤を使 う文明人である。

猫 もお風呂に入れ、お化粧をしてマ ンション

の中で飼 うと皮膚病にかかり、糖尿病が多発

す るという。微生物は我 々の大切な盟友で一

生涯お世話になるものである。消化器の中に

は我 々が想像 もしない多種の微生物が活動 し

ており、排泄物の3分 の1は 微生物だといわ

れている。我々の健康の維持に大きな役割を

果た している菌は皮膚にも付着 してお り、場

所によって差があるが一平方センチあたり2

千か ら7万 ぐらいあるといわれる。この菌に

より、たとえば排泄のたびに表皮に付着す る

有害菌は2時 間 くらいで皮膚の表面か ら消失

することが確かめ られている。

幼児を守る細菌:入 浴 して体を洗ったり、

石鹸で手を洗 って も、わずかに残 った菌は数

時間後にはまた増殖す るのである。赤ちゃん

は床の上をはい回 り、手あた りしだいに何で

も口の中に入れた り、ス リッパの裏をなめた

りしても、よく病気にならないものだと感心

させ られる。赤ちゃんの体 は健康増進の活性

の強い微生物の巣になっていて、微生物にま

みれ ることで安全に生 きていけるのである。

幼児の体表か ら菌を分離 して試験すると、病
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院内に生息 している抗生物質耐性の悪性菌を

死滅させ る力を持 っていることが証明 されて

いる。母の体内で育っ胎児は無菌であるが、

生まれでるとき母親の産道で大切な微生物が

体に付着 して くる。また健康な母の体か ら授

乳などの皮膚接触で微生物が幼児へ移行す

る。 この大切な微生物は一生涯体で生 き続け

る。 したがって育児で入浴 した後で消毒入 り

のパウダーやクリームをぬるのはマイナスと

なる場合 もあろう。大人も入浴 したときあま

り神経質に洗いすぎないことが健康維持の観

点か ら大切なことといえる。

母乳をすすめ:母 乳で育て られると感染症

に抵抗力があるのは、含まれている免疫 グロ

ブリンのためと考え られてきたが、最近それ

以外の成分が、小腸に寄生 して下痢を起 こさ

せる鞭毛虫や赤痢のアメーバーなどを殺す こ

とがわか った。それはリパーゼの一種である

らしい。 ヒ ト以外の哺乳動物の乳には、その

ような成分 はない。亜鉛 は脳や生殖器の発達

には不可欠のものであるが、母乳には亜鉛が

含まれている。特に生後1ヶ 月以内の母乳に

は極めて多 くの亜鉛が含まれている。その他

母乳には多 くの利点が明らかにされている。

3赤 ちゃんは しっか り抱いて

たんぱ く合成促進:母 と子の触れ合いが大

切なことは、上で述べた例からも明らかであ

ろう。米デューク大学のS・ シャンバーグ氏

らの研究による母子の接触の重要性を裏づけ

る化学的証拠を紹介 したい。一般に触れ合い

という心の触れ合いも含めることが多いが、

ここでの触れ合いは身体的接触を意味 し、英

語表現ではタッチとなっている。 シャンバー

グ氏 らの研究 は、 ラッ トの子の成長が 「接

触」に影響される事実を見つけたことが始ま

りである。背中をペロペロなめ られるなど特

殊な接触を母親か ら受けた幼若ラットはどう

いうわけかスクスク育 った、っまり、たんぱ

く合成と体重獲得が促されることが明 らかに

なった。 これに対 し、母親を切 り離 した子に



察 したか らだ。影響 は、明らかに脳下垂体の

関与な しに起 きたが、「接触」を断 っている

問に脳のどの部分がベータ ・エン ドルフィン

を分泌す るのかは分かっていない。以上の研

究は世の母親たちに、r赤 ちゃん はしっか り

抱いて育てなさい』 と改めて助言 しているよ

うだ。

は逆の影響が見 られた。成長たんぱくを合成

できず、栄養欠乏にはならなかったものの、

育ちは悪かった。面白いことに成長たんぱ く

以外 の他のたんぱ く質の合成は阻害 されな

かった。

脳の刺激:同 じよ うな影 響 は人間 の赤

ち ゃんで も観察 された。同氏 はマイア ミ大

学 のT・ フィール ド氏 と共同で、広範囲の

皮膚の触れ合いがよりよい成育をもた らすこ

とを認めたのである。 さらに母親を切 り離 さ

れると、三十分以内にオルニチン ・デカルボ

キシラーゼ(ODC)と いう酵素の活性が体

内で下がることが分か った。 くわ しい話は省

略するが、ODCは 間接的に核酸 ・たんぱ く

質合成の調節に関係 している。要するに、親

の接触で、子のからだに生化学反応の変化が

起 こることを分子 レベルで確か めたのだ。

「接触」を断たれた幼若ラッ トは再び親 と一

緒にすることにより、たんぱ く合成などが正

常 レベルに戻った。母親の舌代わ りに、ぬれ

た刷毛(は け)で 背をこす る擬似愛撫(ぶ)

で も、同 じように回復 した。それにして も、

「接触」の有無で、なぜ このような違 いが生

じるのか。デューク大のグループは脳ペプチ

ドのべ一タ ・エ ンドルフィンという物質が重

要な働きを演 じていると考えている。 この物

質を離乳前のラットの脳に注入すると、母親

を切 り離 したときと同 じ影響が出ることを観
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